
名寄警察署からのお知らせ（５月）

１ 生活経済事犯被害の未然防止対策の推進

デジタルで快適、消費生活術

～デジタル社会の進展と消費者のくらし～

悪質商法の被害にあわないためのポイント

「悪質業者は、う・そ・つ・き！」

【う】 うまい話を信用しない！

～うまい話、絶対にもうかる話には、必ず大きな落とし穴・・・～

【そ】 そうだんする！

～ひとりで判断せず、家族・知人・相談機関に相談を～

【つ】 つられて返事をしない！すぐに契約しない！

～悪質業者は、言葉巧みにすぐ契約するように迫ってきます～

【き】 きっぱり！はっきり！断る！

～あいまいな返事をせず、キッパリ！ ハッキリ！ 断る！～

２ 春の全国交通安全運動の実施

なれた街 いつもの道でも みぎひだり

「春の全国交通安全運動」が５月11日（木）から５月20日（土）の10日間実施されます。

⑴ 運動重点

ア こどもを始めとする歩行者の安全の確保

イ 横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上

ウ 自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

⑵ 交通事故防止のポイント

ア こどもを始めとする歩行者の安全の確保

交通事故死者数全体のうち、歩行中に事故に遭っている割合が最も多いことか

ら、次のことに注意しましょう。

・ 歩行者の皆さん、横断歩道を渡り、信号機のあるところでは信号に従うなど

基本的な交通ルールを守りましょう。

、 、・ こどもの事故の特徴としては 道路への飛び出しによるものが多いことから

保護者などがその危険性を伝えましょう。

・ 高齢歩行者自身が加齢に伴う身体機能等の変化を理解するとともに、その特

。性をドライバーがしっかりと認識して思いやりをもった運転に心掛けましょう

イ 横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上

・ 横断歩道は歩行者が優先となります。交通ルールを遵守するとともに、歩行

者や他の車両に対する「思いやり・ゆずり合い」の気持ちを持ちましょう。

・ 飲酒運転は悪質・危険な犯罪です。飲酒したら運転しない、飲酒運転車両に

同乗しないなど当たり前のことはしっかり守りましょう。

飲酒運転は「しない、させない、許さない、そして見逃さない」

・ 車間距離を詰めることや幅寄せすることなどは、妨害運転等の悪質・危険な

違反に繋がり、重大事故に直結しますので絶対にやめましょう。

ウ 自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

令和５年４月１日から全ての自転車利用者に対してヘルメットの着用が努力義



務となりました。昨年、自転車乗車中に亡くなった方の約６割が、頭部を負傷し

て亡くなっています。安全のために自転車に乗る際はヘルメットを着用しましょう。

３ 自転車の安全利用の促進

自転車に 乗るなら必ず ヘルメット

令和４年中、北海道における自転車乗車中の死者は12人で、前年比＋10人と大幅に

増加しました。このうち、65歳以上の高齢者は７人と全体の約６割を占める結果とな

りました。

⑴ ヘルメットを着用しましょう

令和５年４月１日から全ての自転車利用者に対し、ヘルメット着用の努力義務が

課されることとなりました。昨年、自転車乗車中に亡くなった方の約６割が頭部損

傷が致命傷となっています。

大人も子供も「自転車とヘルメットはセット」です。安全のために自転車に乗る

際は、ヘルメットを着用しましょう。

⑵ 交通ルール・マナーを守りましょう

自転車は運転免許がなくても誰もが乗車できますが、交通ルールやマナーを守ら

なければ交通事故の加害者にも被害者にもなり得るものです。

自転車は車の仲間であり、信号や停止場所での一時停止など交通ルールをしっか

り守りましょう。

⑶ 自転車安全利用五則が新しくなりました

① 車道が原則、左側を通行

歩道は例外、歩行者を優先

② 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認

③ 夜間はライトを点灯

④ 飲酒運転は禁止

⑤ ヘルメットを着用

⑷ 知っていますか？自転車運転者講習制度

15歳以上の自転車運転者が、交通の危険を生じさせるおそれのある一定の違反行

為（信号無視、通行禁止違反等）を反復して行った場合、自転車運転者講習を受け

なければなりません。

４ Ｇ７広島サミット等に伴う警察活動への道民の理解と協力の確保

Ｇ７広島サミット等の成功に向けて

Ｇ７広島サミットが５月19日から21日までの３日間、広島県広島市において開催さ

れます。

、 、Ｇ７サミットは 世界の主要国が一堂に会する大規模な国際的イベントであるため

全国の警察では、テロ等違法行為の未然防止を図ることを目的に、会場周辺や公共交

通機関等における警戒警備を強化します。

不審な人や車、物等を発見した際には、警察への通報をお願いします。


